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「子ども支援」の実践を！
少子社会の今、「子育て支援」の必要性が強く主張

され、取組みが広がってきています。しかし、「子ども
支援」はどうでしょうか。「子どもの健全育成」の名の
下、管理、所有と罰則の強化に姿を変え、かつて子ど
もだったはずの大人たちによる自虐的ともいえる主
張におされ気味なのではないでしょうか。
人権教育の出前授業で、様々な年齢の子どもたち

と出会います。子どもたちの様子から、地域の状況と
親や学校関係者たちの価値観や関わり方によって、
良くも悪くも子どもの状況は変化するのだと実感し
ます。
一人ひとりの子どもたちを存在意義のある、かけ

がえのない人として、地域が、関わる大人たちが受け
入れているかどうかが重要なかぎです。「男の子だか
ら」「女の子だから」「いつも手におえない子どもだか

ら」と、レッテルを貼られ、あるがままの気持ちや存
在そのものを否定される子どもたちは、自己否定に
苦しめられたり、可能性を見失ったり、「どうせ自分
なんか…」と自暴自棄になったりしていきます。
大人が無自覚でいると、不適切な関わりは綿々と

引き継がれてしまいます。かつて子どもだった自分
を抱きしめ愛しめる大人は、目の前にいる子どもた
ちのあるがままを受け入れ、その上で子どもの自己
選択と自己責任を尊重した必要な教育やしつけを実
施できるものです。
子どもの人権としての育ちについて、大人たちが

学び、子どもから見た「強者」としての自覚を持つこ
とから、今後もジェンダー視点で子どもの人権を核
とした「子ども支援」を実践していきたいと思います。

（文責：遠矢）
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「
ジ
ェ
ン
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ー
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先
日
、
高
槻
か
ら
の
帰
り
の
電
車
の
中

で
こ
ん
な
会
話
が
耳
に
留
ま
り
ま
し
た
。
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「
○
○
は
か
わ
い
く
な
い
ね
え
～
」

「
あ
れ
は
だ
め
だ
よ
。
頭
は
切
れ
る
ん
だ

け
ど
、あ
れ
で
は
ね
～
」

「
や
っ
ぱ
り
女
は
花
が
な
い
と
ね
。
あ
れ

じ
ゃ
ね
」

「
女
は
子
ど
も
を
産
む
と
強
く
な
る
よ
ね
」

「
ホ
ン
ト
！
ぐ
っ
と
強
く
な
り
ま
す
よ
」

●

　
忘
年
会
帰
り
の
男
性
の
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話
に
、
思
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ず
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し
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い
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た
。
ま
だ
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で
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ェ
ン
ダ
ー
は
健
在
で
す
。

　
「
男
女
共
同
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画
に
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い
て
学
ん
だ
者

が
、
自
分
だ
け
の
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び
に
と
ど
め
ず
、
自

分
の
身
近
な
周
り
か
ら
啓
発
の
努
力
を

続
け
て
い
か
な
い
と
社
会
は
変
え
ら
れ

な
い
」

　
大
野
耀
さ
ん
（
財
団
法
人
日
本
女
性
学

習
財
団
理
事
長
）
の
言
葉
で
す
が
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
視
点
で
社
会
の
構
造
改
革
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
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